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簡易水道工事

着

々
と
進
行
す
る

水
道
工
事
に

出
れ

負
担
金
の
足
し

田
代
町
中
央
地
区
簡
易
水
道
の
一
工
事
を
や
つ
て
お
り
ま
す
。

農
工
事
は
、
地
元
藷
の
ユ
曇
期
な
ど
の
た
め
人
夫
不

々

の
出
役
な
ど
の
協
力
に
よ
り
足
で
工
事
が
思
う
よ
う
に
進
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植
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五
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i

里
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、
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t
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玉
葱
か
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ら
ん
共
に
石
灰
分
が
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要
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酸
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に
弱
い
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で
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前
に
石
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営
農
相
談
所
　
阿
多
戸

学
校
に
対
す
る
御
協
力
の
お
か

げ
だ
と
、
学
校
側
は
喜
こ
ん
で

い
る
。

　
◆
学
校
の
美
化

　

P
T
A
委
員
の
奉
仕

　
環
境
美
化
部
の
提
案
で
P
T

A
委
貝
の
一
日
奉
仕
が
決
定
さ

れ
た
の
は
五
月
の
委
員
会
で
あ

つ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
十
1

月
七
日
、
未
だ
大
水
の
後
仕
末

や
、
稲
の
取
り
入
れ
で
多
忙
な

な
か
に
P
T
A
委
員
五
十
三
名

が
一
日
奉
仕
に
集
つ
て
下
さ
つ

た
。
　
清
水
建
設
の
御
好
意
で
あ
の

大
き
な
ト
ラ
ツ
ク
が
動
員
さ
れ

三
台
の

ト
ヲ
ツ
ク
に
二
台
の
四

輸
車
で
、
び
つ
く
り
す
る
よ
う

な
大
き
い
石
を
七
台
分
位
運
ん

だ
。
一
方
で
は
辺
志
切
部
落
の

方
々
の
好
意
や
猪
鹿
倉
、
池
野

の
方
々
の
好
意
で
め
ず
ら
し
く

ま
た
立
派
な
木
を
た
く
さ
ん
戴

き
、
こ
れ
も
校
庭
に
運
び
櫨
樹

さ
れ
た
。

翌
八
日
、
、
九
日
に
は
小
牧
教
育

長
の
指
揮
の
も
と
に
、
小
川
公

民
館
長
、
申
原
農
協
参
事
、
徳

永
主
事
等
の
奉
仕
、
上
久
保
時

義
氏
の
協
力
に
よ
つ
て
、
何
年

来
昔
の
ま
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存
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も
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澗
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目
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も
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の
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し
か
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て
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る
の
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す

　
・
ぺ
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ー
の
ご
と
に
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違
い
の
な
い

　
・
ζ
と
が
必
要
で
あ
る
理
他
県
人

　

と
話
し
が
出
来
ぬ
の
で
本
県
人

　

ば
か
り
の
，
友
達
と
交
際
す
る
傾

　
向
と
な
り
社
会
を
狭
弍
す
る
様

　

に
な
る
g
：
、
そ
れ
で
子
供
の
時
が
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め
て
下
校
後
部
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内
で
遊
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位
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目
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も
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共済だより

総
牛
馬
検
査
と
家
畜
の

健
康
検
査
等
行
な
わ
る

豊
協
と
共
済
組
合
と
共
催
で
総
一
体
内
の
金
偶
類
の
検
出
、
除
去

ffees
査
の
際
篇
の
削
蹄
や
字
行
い
ま
し
た
・
検
査
を
行
つ

　　　総牛馬検査及削蹄風景
畜産振興のためには手入れと、辿動をもうひ
とふんばり

　　　　　　　　　　　　　、
体内に飲み込んだ金ぞくをとり山すところ。

出た金ぞくを見てはじめて　おどろく飼い主さん

た

牛
茜
四
七
・
i
g
内
検
川
さ
れ
頂
類
を
飲
ん
で
い
た
わ
け
で
す

た
牛
児
一
九
二
頭
四
三
％
は
金
一
。

災
㎜
　
二
百
五
〇
円
で

火
㎜
　
　
保
証
金
十
万
円

皆
様
万
の

姐
物

は
全
部
　
明
旦
申
し
ま
し
て
も
お
金
の
閥
題
で

と
云
わ
ず
今
日
の
内
に
耐
火
建
単
な
る
夢
で
し
か
な
い
と
考
え

築
に

改
造
致
し
ま
し
よ
う
、
と

る
の
は
早
合
点
の
よ
う
で
す
。

共
済
組
合
で
姐
物
共
済
を
行
つ

て
居
ま
す
。

二
百
五
〇
円
柵
　
け
れ
ぱ
一
ケ
年

間
一
〇
万
円
の
保
証
が
さ
れ
ま

t
．
o
　
I
、
1
1
五
〇
円
で
は
五
〇

万
円
で
す
。
各
人
の
麹
物
に
応

じ
て
加
入
し
て
お
け
ば
何
時
火

事
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
し
て

も
安
心
で
す
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

＿
ト
姐
の
家
と
同
じ
位
の
安
心

感
が
持
た
れ

る
事
に
な
り
ま
す

e

火

災
程
恐
ろ
し
い
も
の
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
年
度
十
1
月
十

五
日
迄
の

’
加
入
者
数
　
　
　
九
l
戸

　
加
入
金
額
　
1
、
三
六
三
万
円

　
　

共
済
掛
金
表
，

共
済
金
額

　
四
万
円

　
六
万
円

　
八
万
円

10
万
円

二
〇

万
円

三
〇
万
円

四
〇
万
円

五
O
万
円

、、 　　　　　火共
二〇七五二ニー一災済
五〇五〇五〇五〇共掛

OOOOOOOO済金円円円円円円円円

正
月
の
家
庭
用
品
は

良
齢
韻
担
伽
値
田
代
農
協
へ

お繍
誌
報
緩
研
橘
　
三
旭
㏄
朋
赫

店
に
新
し
い
家
庭
用
品
が
揃
い
タ
ラ
イ
　
　
　
1
1
0
0
円
よ
り

ま
し
た
の
で
御
利
川
下
き
い
、
．
　
　
生
活
川
品

（品

名
）
　
　
　
　
（
価
格
）
醤
汕
　
　
入
O
円
1
O
O
円

地
下
足
袋
　
　
二
七
〇
円
　
　
砂
糖
白
　
八
五
円
　
双
九
o
円

ポ

ア

ロ

ン

足
袋
　
1
三
〇
円
よ
り
味
の
素
　
　
　
　
　
1
O
O
円

　
　
家
庭
金
物
類
　
　
　
　
　
　
　
雑
貨
類

羽
釜
　
　
　
　
ご
五
〇
円
よ
り
化
粧
石
鹸
　
　
　
　
　
三
〇
円

兼
用
鍋
　
　
　
三
八
〇
円
よ
り
洗
湘
石
鹸
1
1
0
円
よ
り
七
五
円

ぷ
託
翻
難
ぷ

f
．
g
k
’
S
x
遮
舞
嘗
ー

顧
籠
醗
醸
罎
撲
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
t
－
－
t
‘

一
金
三
千
円
也

田
代
町
社
会
福
祉
事
業
費
と
し

て

入
荷
致
し
ま
し
た
此
の
外
に
御

轄
誘
麹
瀦
露

ず
大
い
に
御
活
用
下
さ
い
e

　
　
　
　
　
　
　

購
買
係

篠
原
亮
氏
よ
り
香
典
返
し
と
し
て
’

社
会
福
祉
事
業
費
へ
寄
付

田
代
町
社
会
福
祉
協
議
会
長

　
　
　
　
湯
ノ
谷
米
吉
’

　
　
　
　
　
　
タ
　
の
ロ
の

露
加
鵜
縮

．
－
r
E
小
実
施
さ
れ
ま

　
　
　
　
　
　
し
た
9

誌
竺
．
覆
の
日
本
兵
」

＼仁

☆
回
☆
こ
の
他
u
本
、
日
程
は
親
子
放
送
と
各
部
落
公
民

☆
巡
☆

館
畏

を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
　
°
，
t

　
は

じ
め
て
の
試
み
に
天
気
も

快
晴
で
、
若
人
力
士
の
面
々
は

存
分
に

そ
の
技
を
競
い
、
集
っ

た
一
千
名
余
り
の
観
客
の
目
を

引
き
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
お
祭
り
の
後
各
小

申
学
校
の
対
抗
試
合
が
行
わ
れ

、
午
后
二
時
よ
り
、
気
塊
に
み

ち
た
大
山
さ
ん
の
行
司
の
も
と

に
’
根
占
、
大
根
占
、
始
良
の

選
手
を
む
か
え
、
本
町
力
士
と

の
一
般
角
力
で
花
を
さ
か
せ
ま

し
た
、

　
実
施
に
当
つ
て
は
神
社
側
の

物
心
両
面
か
ら
の
協
力
に
よ
り

そ
の
目
的
は
充
分
発
揮
で
き
ま

し
た
が
、
最
近
や
～
も
す
れ
ば

沈
滞
し
が
ち
な
青
年
達
の
意
気

を
高
揚
す
る
た
め
に
、
こ
れ
を

機
会
に

毎
年
続
け
た
い
と
主
催

者
側
で
も
、
は
り
き
つ
て
お
り

ま
し
た
。
．
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　器　　法

　濯　　腸
　外傷治療
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小
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大
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第
1
回
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第
2
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第
5
手
術
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第
1
胃
切
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食
道
‘
切
開
　
食
道
異
物
除
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（
第
6
去
勢
料
）
（
第
7
検
査
料
）
直
腸
検
査
，
（
第
8
解
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処
方
箋
）
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（
第
1
0
文
書
料
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第
1
1
入
院
料
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　夜間叉は難行
　の往診は5割
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　薬治とは、内
　服薬、頓服薬
　、洗糠薬点眠
　薬交付を畜主
　にした場合
　1回について
　使用した医薬
　品については
　別に定める薬　価基準表によ

　り増点する

　眼、鼻臨腔　洗糠

　膀胱、乳房洗
　糠

　器法材料を含　まない器法材

　料を使用した
　場合大動物は
　260中動物は1
　30を加える・

　洗糠、塗布、
　縫合等一切を
　治療処置を含
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　　　で）
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新
年
号
よ
り

　
　
田
代
時
報
の
型
が

　
　
　

か

わ
り
ま
す
’

　
　
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
ま

　
し
て
r
田
代
時
報
も
発
刑
以
来

　
年
々
充
実
し
て
参
り
つ
ぶ
あ
り

　
ま
す
が
、
｝
ζ
れ
を
一
段
と
易
り

宮
k
皆
さ
み
方
E
親
し
ん

　
で

い
た
ぶ
き
、
広
報
紙
本
釆
の

、
紙
面
と
す
る
龍
勒
弔
ぷ
辣
5
べ

　
き
昭
和
三
十
七
年
正
月
骨
を
期

　
　
　
　
ド
　
　
　
　
へ

　
し
て
、
今
ま
で
の
プ
ツ
畑
ノ
丁

　
版
を
パ
新
ら
し
く
“
「
週
間
紙
版

ト
に

変

孔
る
髪
に
湶
芭

　
た
の

で
、
ボ
リ
一
贋
の
ひ
愛
読

　
と
亡
協
力
を
お
願
い
、
だ
し
ま

　
す
。
、
．
・
．
一
“
．
　
　
－
．
“
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d

い家畜は叉　　　◇

寮費が上りました◇
共
済
組

合
で
は

去
る
十

月
三
十

一
日
の

役
員
会

に

於
き

ま
し
て

家
畜
共

　
　
　
　
入
し
て

　
　
療
い
な
い

な

診
家
畜
の

いてつ
　
を
次
の

入
　
　
通
り
y

は
　
　
決
定
致

に　
　
　
　
し
ま
し

済共
　
た
の
で

　
　
　
　
お
知
ら

◇

◇

　
　
　
　
せ
し
ま
．

　
　
　
す
。
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箆
加
表費

治

療
費
療診

1＊vn入縞の料金
県獣医師協定料金表数点療診済共畜家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー

　
　

生
活
困
窮
児
童
生
徒
へ
鉛

　
　
　
　
；
　
t
t
°
°
川
柴
立
部
落

．

十
一
月
十
三
日
県
共
同
募
金

会
発
足
十
五
年
記
念
会
に

お
い

て
永
年
協
力
者
と
し
て
’
当
町

柴
立
部
落
の
今
村
貞
良
氏
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
．

　

こ
れ
を
紀
念
し
ま
し
て
、
当

　
〃

あ
ぶ
な
い
〃

　
　

自
転
車
の

手
放
し
運
転

　
　

田
代
巡
査
駐
在
所

　
自
転
車
の
正
し
い
の
り
方

　
新
し
い
道
路
交
通
法
で
は
自

　
転
車

は
軽
車
輌
の
申
に
入
り

　
自
転
車
に
乗
る
人
の
守
る
き

ヨ
じ
　
コs
i
e
s
り
が
次
の
よ
6
に
定
め
ら

　
れ
て

い
ま
す

L
自
転
車
は
道
路
の
左
側
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
い
グ
せ
　
　
　
　
ヰ
ミ
　
　
　
ぐ

　
列
に

通
る
○
．
．
．
閂
τ
．
，
・

2
自
転
車
は
交
さ
点
を
右
に
折

れ
る
と
き
は
中
心
の
外
側
を

　
　
、
言
ζ
く
・
も
’
．
ξ
A
．
－
v
”
．
－

　
大
き
く
回
“
e
o
　
．
．
．
　
．

式
右
折
り
左
折
り
す
る
と
き
は

　

1110
ノ
ー
ト
ル
手
前
か
ら
正

　
し
く
合
図
を
し
て
ほ
か
の
交

　
、
通
に
十
分
注
意
を
し
て
徐
行

　

し
な
が
ら
通
る
。
°
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

▲

交
通
の
ひ
ん
ぱ
ん
な
と
こ
ろ

　

で
は
自
転
車
の
り
の
練
習
を

　

し
な
い
。
・
二
：
肋
．

臼
交
通
の
ひ
ん
ば
ん
な
道
路
で

　

は
自
転
車
の
二
人
の
b
は
し

　
」
な
い
。
・
．
t
，
　
．
　
．
．
t
．
　
L
．
．
　
，

α
手
放
し
運
転
は
ア
ブ
ナ
イ
か

　

ら
し
な
い
。
　
．
ー
，
，
：

s
小
さ
い
道
路
か
ら
大
き
い
道

　

路
に
出
る
と
き
竺
時
と
ま

　
つ
て
安
全
を
確
め
る
℃
と

＆
歩
道
の
な
い
道
路
を
お
り
て

　
ほ
お
す
と
き
は
歩
く
人
と
同
じ

　
．
よ
う
に
右
側
を
通
ゐ
パ
．
，

9
夜
個
伯
転
車
に
の
洛
浩
き
゜
は

　

五
メ
ー
ト
ル
先
の
も
の
が
よ

ロ
ト
ぜ
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
ロ
タ

ぽ
C
見
九
る
あ
か
り
を
つ
け
る

m
踏
⑳
れ
を
渡
幡
ピ
き
は
必
ず

＝
－
’
一
た
ん
止
ま
つ
て
安
全
を
確

　
L
め
て
か
ら
通
る
。

＿
，
劃
己

今
：
村
ぷ
頁
、
良
氏
，

氏
文
か
さ
鉛
筆
を
町
内
小
申
商

校
の
生
活
困
窮
児
斌
生
徒
に
小

唱
し
で
A
学
習
の
足
に
で
も
し
て

下
さ
い
ど
寄
贈
下
さ
い
ま
し
た

の

で
、
．
に
こ
に
紹
介
し
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
°

」

血
ハ
’
綿
合
に
電
一
5
が
－
新
没
力
’
観
ま
し
た
。
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